
高分子量・結合ドメイン保有の物質ほど高い保持効果

アテロコラーゲンは生理的条件下でゲルを形成するため、投与
部位でゲル化する徐放性in vivoトランスフェクション試薬
「AteloGene®」として実用化されている。In vivoでの核酸以外の
生理活性物質の徐放性を予測するため、in vitro評価を行った。

低等電点のペプチドほどアテロコラー
ゲンとの静電的相互作用により強く結
合し、保持効果が高くなった (各plは蛍
光標識前の値)。                        (社内データによる)

アテロコラーゲンの徐放性評価 低等電点ほど高い保持性

分子量の大きいタンパク質ほどゲ
ルからの徐放効果が高くなった。                                                           ルからの徐放効果が高くなった。                                                           

コラーゲン結合ドメインを有する
タンパク質は、ゲル内に長時間保
持された。                               （社内データによる）

アテロコラーゲンの濃度に依存し
て Myoglobin の徐放効果が高く
なった。                                     （社内データによる）
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濃度依存的な徐放
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分子量の異なるタンパク質の比較 アテロコラーゲン濃度の比較コラーゲン結合ドメインの有無の比較
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Ferritin 440,000 5.5 －
Fibronectin 400,000 5.0 ＋

Mw              pl
コラーゲン結合
ドメインの有無

 蛍光標識ペプチドまた 
 はタンパク質＋0.1%
 アテロコラーゲン溶液

 （Mw 330,000、pI 9.1）

37℃でのゲル化後
に PBSを添加

上清中の蛍光または
タンパク質の測定
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